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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体容器とこの本体容器に着脱自在に接続されるキャップを備える目薬の前記キャップ
を前記本体容器の使用時に、一時的に仮置きするための仮置き材であり、
　上面が凹面状をし、前記キャップが載置される受け部と、この受け部の軸方向に連続し
、前記キャップの軸方向の閉鎖側先端部が対向し、この閉鎖側先端部が接触し得る被係止
部を備え、
　前記受け部の前記上面は、前記被係止部より遠い側から前記被係止部側へかけて下方へ
傾斜しながら、幅方向中心が最も低く、この中心から幅方向両側にかけて次第に上向きに
傾斜し、前記キャップの軸方向両端面以外の外周面に、その表面の開放側端面から前記閉
鎖側先端部に向かう線に沿った方向に線接触、または面接触して前記キャップを支持する
ことを特徴とする目薬のキャップ用仮置き材。
【請求項２】
　前記受け部の前記上面は、前記キャップの前記軸方向両端面以外の外周面にその表面の
前記開放側端面から前記閉鎖側先端部に向かう線に沿った方向の少なくとも２本の線で線
接触して前記キャップを支持することを特徴とする請求項１に記載の目薬のキャップ用仮
置き材。
【請求項３】
　前記受け部の前記被係止部寄りの位置から前記受け部の軸方向に距離を置いた部分に、
前記受け部の幅方向に連続し、上面が前記受け部の前記上面に連続した面を持つ翼部が形
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